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となる｡ x2に対する式は(9)の右辺にマイナス符号をつければよい｡従って､ x2- Xl-2
に対して






















































































るとする.すなわち､7- ∞｡このとき(19)はT>Tcでは動かない界面がT < Tcでは､左
右いずれかに動き出すこと.を表わしている｡しかも､丁が㌔に近いところでは､この速度は
いくらでも遅くなる｡この分岐は文献 【11】で最初に議論された｡
(19)においてαが負でないとき界面間相互作用は斥力であることに注意しよう｡従って､
図5のような2つの界面の衝突を上の状況で考え畠と､界面が近づいたところでは･(19)の
慣性項と右辺相互作用項が支配的になり､弾性衝突が起こると期待できる｡実際､(19)を
数値的に解き､容易にこれを確かめられる｡
結論として､αFt;0､T 宍ゴ丁｡では界面は対消滅することなく､弾性的衝突を起こす｡1･の
値が小さくしていくと界面の速度が大きくなるため､弾性的な跳ね返りが起こらず､消滅
する｡
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図6は､このことを､元の方程式(13)､(14)､(15)の計算機シミュレーションで確認したも
のである[7]o 上)-1､∈-0･05､α-0･25と置き､(a)丁-0･07､7-10 (b)丁-0.055､
7-10 (C)T-0･05and7-72/7 (d)T-0･048､7-72/7である｡(e)は(C)と同じ
パラメータで系の大きさを2倍にした場合である｡
7 あわりに
相転移のモデル方程式と反応拡散方程式を例にとり界面ダイナミックスを説明した｡界
面の厚さが､系の特徴的長さに比べて十分小さい極限では､時間スケールも明確に分離で
きるため､界面ダイナミックスが体系的に定式化できる｡
空間的に局在したドメインが衝突によって個性を保持する例は可積分系のソリトンが有
名である｡また､可積分系に散逸 (摩擦)項を付け加えたときのソリトンの振る舞いに関
する研究もなされている｡しかし､ここで示したような純粋に散逸的な系での弾性的衝突
はこれまで予想されていなかった｡可積分系でのソリトンは､特殊な場合を除いて､すべ
て空間1次元であるのに対し､非平衡散逸系では､空間2次元以上でも同じような弾性的
振る舞いが起こることが特徴である｡
非平衡散逸系の局在ドメインの相互作用と運動は未開拓であり解明すべき多くの問題が
残されている｡
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